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第３３回 佐倉市都市計画審議会 議事録 

 

１．日  時  平成３１年３月１９日（火） 

        午前１０時００分～午前１１時３０分 

 

２．場  所  佐倉市役所 議会棟全員協議会室 

 

３．会議次第 

１．開 会 

２．会長挨拶 

３．市長挨拶 

４．議事録署名人指名 

５．議 事 

議案第一号 佐倉都市計画地区計画（高崎地区）の決定について 

議案第二号 佐倉都市計画地区計画（ちばリサーチパーク佐倉地区）の変更につ

いて 

６．その他 

７．閉 会 

 

４．配布資料 

・第３３回 佐倉市都市計画審議会資料 

  ・高崎地区の現況写真 

・都市計画図 
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５．第３３回佐倉市都市計画審議会 出欠表 

No. 区分 委員名 備  考 出欠 

1 

学
識
経
験
者 

若狹 正伸 会長 出席 

2 塚田 雅二 
副会長 

佐倉商工会議所会頭 
欠席 

3 原 慶太郎 
東京情報大学 

総合情報学部教授 
出席 

4 鈴木 尚 
社団法人千葉県建築設計事務所協会 

印旛支部佐倉地区代表 
出席 

5 頴原 澄子 
千葉大学大学院 

准教授 
出席 

6 

市
議
会
議
員 

敷根 文裕   欠席 

7 爲田 浩   出席 

8 橋岡 協美   出席 

9 萩原 陽子   出席 

10 大野 博美   出席 

11 
関
係
行
政
機
関 

の
職
員 

 佐倉警察署署長  欠席 

12  印旛土木事務所所長  出席 

13 
市
民 

井上 滋 市民公募 出席 

14 犬塚 博 市民公募  欠席 

 

出席事務局員：都市部長   窪田 勝夫  都市計画課長 小野寺 正朋 

都市計画課  平野 昌彦、榎 啓幸、秋葉 昌輝 
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６．議事録  

【都市計画課 平野】 

定刻となりましたので、只今より、第３３回佐倉市都市計画審議会を開催させてい

ただきます。 

本日はお忙しい中、ご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。しばら

くの間、進行役を務めさせていただきます、都市計画課の平野と申します。よろしく

お願いいたします。 

 はじめに、委員の出席状況を報告させていただきます。 

塚田委員、犬塚委員、佐倉警察署長の佐々木委員は、本日所用につき、欠席でござ

います。 

なお、本日の会議につきましては、傍聴希望はございません。 

それでは、会議に先立ちまして、若狭会長からご挨拶をお願いいたします。 

 

（若狭会長挨拶） 

 

【都市計画課 平野】 

 ありがとうございました。続きまして、蕨市長からご挨拶申し上げます。 

 

（市長挨拶） 

 

【都市計画課 平野】 

 市長は他の公務のため、これで退席いたします。 

 

（市長退席） 

 

【都市計画課 平野】 

会議に入ります前に、ここで資料の確認をさせていただきます。 

事前にお配りしている青い表紙の資料の他、机にはＡ３の「高崎地区の現況写真」

の資料、それから都市計画図をお配りしています。都市計画図につきましては、昨年

ご審議いただきました「ユーカリが丘駅北口の用途地域の変更」などの情報が更新さ

れたものとなっております。 

 

 それでは、これより会議に入ります。 

会議の議長は、佐倉市都市計画審議会条例第５条の規定により、会長に行っていた

だくこととなっております。会議に入ります前に、議事録作成のために、会議の内容

を録音させていただきますのでご了承ください。 

また、意見等を述べられる場合は、前にありますマイクのスイッチを押して、お話

しください。終わりましたらスイッチをお切り下さるようお願いいたします。 

それでは、会長よろしくお願いいたします。 
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【議長】 

 本日の出席委員は１０名で、過半数に達しております。よって、審議会条例第５条

第３項の規定により会議は成立いたしましたので、会議を開きます。 

 

【議長】 

 それでは、会議次第の４ 議事録署名人の指名をさせていただきます。議事録署名

人は、萩原陽子委員、井上滋委員にお願いいたします。 

 

続きまして、会議次第の「５ 議事」に入ります。議案第１号「佐倉都市計画地区

計画（高崎地区）の決定について」の審議をいたします。 

それでは、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

【都市計画課長】 

都市計画課長の小野寺です。 

議案第１号「高崎地区、地区計画の決定について」、説明します。 

まず、地区の概要及び決定理由です。青い表紙の資料４ページ「理由書」、及び５

ページ「高崎地区、地区計画総括図」、それから本日お配りしております高崎地区の

現況写真を併せてご覧ください。 

本件地区は、東関東自動車道佐倉インターチェンジから半径１ｋｍ圏内に位置し、

国道５１号に面する交通利便性が非常に高い地区です。当該地区は市街化調整区域

であり、現在、山林や原野で、産業的土地利用はされていません。 

市では都市マスタープランに、佐倉インターチェンジ周辺を産業立地などの新た

な土地利用を図る重点エリアと位置づけ、市街化調整区域における土地利用方針な

どを定めています。このような中で、株式会社ロジスティック・キャピタルから、都

市計画法第２１条の２に基づく当該地区に関する都市計画の提案がありました。 

提案は、産業振興、雇用の創出による活性化を図るため、地区計画を定め、約２０

ｈａの産業・観光拠点を整備しようとする内容で、市の総合計画、まち・ひと・しご

と総合戦略、都市マスタープランといった上位計画などに合致することから、この提

案を採用し、地区計画を定め、まちづくりを進めようとするものです。 

続きまして、地区計画の内容について説明します。資料６ページをご覧ください。

区域面積は約２０．２ｈａ、地区計画の目標は、「周辺環境との調和に配慮した産業・

観光拠点を形成するとともに、将来にわたって適切に維持・保全し、産業の発展や地

域雇用の場の創出を図ること」とします。 

次に「土地利用に関する方針」として、「周辺の自然環境等との調和に配慮された

工場や倉庫、沿道サービス施設等を誘導し、交通利便性を活かした産業・観光拠点と

しての土地利用を推進する。 

また、それぞれの地区の特性に即した適切で良好な土地利用を実現するため、特に

以下の方針を踏まえた施設を誘導する」こととし、区域をＡ・Ｂ・Ｃの３つに分け、

各地区の特性に沿った建物を誘導することとします。 

次に、「公共施設の整備及び保全に関する方針」として、道路及び緑地の配置を位

置付けます。 
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このほかに緑地については、資料の一番下の「その他当該地区の整備・開発及び保

全に関する方針」に、「緑豊かで潤いのある事業環境の形成及び周辺環境との調和を

図るため、現に存する自然緑地、斜面緑地等は樹林地及び草地として保全を図るとと

もに、建築物の敷地内の緑化に努めるものとする」こととします。 

次に、資料７ページの地区整備計画と９ページの計画図を併せてご覧ください。 

まず一番上の「地区施設の配置及び規模」をご覧ください。地区施設に道路と調整

池を位置づけております。 

次に建築物等に関する制限でございます。地区をＡ・Ｂ・Ｃの３つに分割し、それ

ぞれの特性に即した土地利用としております。当該地区の中央部、約１４ｈａをＡ地

区、国道５１号に面した南側、約０．８ｈａをＢ地区、国道５１号に面した北側、約

５ｈａをＣ地区としました。 

まず、Ａ地区に建築できる建築物の用途は、工場、自動車修理工場、倉庫、及びこ

れらに附属する施設の事務所、倉庫等としました。 

次に、Ｂ地区に建築できる建築物用途は、倉庫及び倉庫に附属する自動車車庫、事

務所に、ドライブインやガソリンスタンドといった施設を想定して、道路の円滑な交

通を確保するために適切な位置に設けられる休憩所又は給油所等である建築物又は

第一種特定工作物と、道の駅と言った施設を想定して、農産物又は物産品の販売を主

たる目的とする店舗、道路及び地域に関する情報を提供する案内所に供する建築物

としております。 

Ｃ地区には、Ａ地区、Ｂ地区で可能な建築物を、建築することができる地区として

おります。 

次に、建築物の容積率は２００％、建蔽率は６０％、敷地面積の最低限度は３，０

００㎡。８ページに進みまして、建築物の高さの最高限度は３１ｍといたしました。 

その他、「壁面の位置の制限」、「建築物の形態又は意匠の制限」「垣又はさくの

構造の制限」及び「緑地の確保に関する制限」を定めます。 

緑地の確保につきましては、「１ 良好な自然環境の確保に必要な地区計画区域内

に計画的に配置された樹林地は、緑地として保全しなければならない。」、「２ 緑

地として保存する区域内では、建築物の建築又は工作物の設置をしてはならない。」

とし、周辺の自然環境との調和を図ることとしました。 

資料１０ページをご覧ください。地区計画の都市計画決定後に、提案者であるロジ

スティック・キャピタルが、実施を予定している開発事業の土地利用計画図です。 

ただ今、説明した地区施設や地区整備計画に沿った形で計画されております。 

最後に１１ページをご覧ください。都市計画の策定経緯です。記載のない都市計画

の提案受理から説明します。 

平成３０年２月１６日に、株式会社ロジスティック・キャピタルから都市計画法第

２１条の２に基づく都市計画の提案を受理しました。 

提案に先立ち、提案者によって、区域内地権者の同意取得と周辺住民への説明会が

実施されています。 

提案を受理した後、市の都市計画提案審査委員会の審査を経て、７月に提案の採用

を決定しました。その後、市は提案に基づいて都市計画の原案を作成しました。 

ここから資料記載の経緯となります。作成した都市計画の原案について、９月７日
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から９月２１日までの２週間、縦覧に供しましたが、意見書の提出はありませんでし

た。 

その後、千葉県知事に原案の事前協議を行ない、１月１０日に「異存ない」旨の回

答を得ています。 

作成した原案を正案として、都市計画法第１９条に基づく縦覧を２月１日から１

５日まで行いました。この期間、意見書の提出はなかったため、案を変更することな

く、本日、議案として都市計画審議会にご審議をお願いしています。 

以上、議案第１号 高崎地区、地区計画の決定に係る理由、内容、手続きの経緯に

ついて説明をしました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

【議長】 

 ただいまの事務局の説明に対して質問や意見はございますか。 

 

【萩原委員】 

この土地の状況なんですけれども、先ほど山林、雑種地等というご説明がありまし

たが、一部農地が含まれているという事でしたので、そこについては、耕作はしてい

なかったのか伺います。 

 

【議長】 

事務局いかがでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

一部耕作はしておりますが、農地転用の手続も並行して行われています。 

 

【議長】 

いかがでしょうか、萩原委員。 

 

【萩原委員】 

農地転用というのは、どういう縛りがあって、これは確実に農地転用ができるとい

う見通しかと思いますが、その手順というのはどのようにするものでしょうか。 

 

【議長】 

事務局お願いします。 

 

【都市計画課長】 

こちらの地区計画の決定が先行いたします。都市計画決定された後に、農地転用の

申請と許可、それから開発行為の申請と許可、それから、当該地域については森林法

による許可等が全部、今回の都市計画決定後に行われていきます。 

今回都市計画決定するに当たり、事前に各法令を管轄している部署、県の農業関係

から、森林関係、それから市の開発関係の部署と事前に協議をいたしまして、この都



7 
 

市計画決定がなされた後、それぞれ許可がされる見通しです。以上でございます。 

 

【議長】 

ありがとうございました。萩原委員。 

 

【萩原委員】 

現在耕作がされているところは、一部というか狭いところですが、雑種地というの

は、元農地であったということはあるのでしょうか。 

 

【議長】 

事務局いかがでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

こちらで把握している限り、雑種地となっているところに関しては、農地ではなく、

あくまでも雑種地、地目が雑種地になっていると把握しております。 

 

【議長】 

萩原委員どうぞ。 

 

【萩原委員】 

この耕作ができなくなっている農地というのが大変増えていますので、耕作しな

くなってから長い年月経ちますと、雑種地と登記している場所もあるという認識を

していまして、農地が簡単に減っていくということは危惧しているところなので、伺

ったところです。 

そうしますと、都市計画という、今日の審議が大変重要で、これが決定されると、

森林法も農地法もほぼクリアできることになるということですか。 

 

【議長】 

事務局お願いします。 

 

【都市計画課長】 

今回の地区計画をすることによって、開発等が認められていくことになります。 

今回の地区計画を定めるに当たって、そういった開発、農地転用それから森林法な

ど全て関係する法令で許可が得られる見込みがあるという状況をこちらでも確認を

したうえで、地区計画を定めていくことになります。以上でございます。 

 

【議長】 

萩原委員いかがでしょうか。 

 

【萩原委員】 

もう一点だけ、ここは何年も前から事業者が土地を買いに来ていると地元の方か
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らお話を聴いていましたけれども、事業はだいたい成立するという見通しをもって、

この都市計画変更ということになっているということでよろしいのですか。 

 

【議長】 

事務局いかがでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

都市計画提案を採用するに当たって、市で審査基準、審査項目を設けています。 

先ほども申し上げた、都市マスタープランや総合計画といった市の基本的な計画

と合致する内容であること、そういったことが大前提で、この事業がきちっと最後ま

で完了できるかどうかというものを審査書類等を提出していただいて、審査をして

ございます。 

今回の審査をしていくに当たって、開発の事前協議を並行して行っておりまして、

その中で事業者の資力とか、そういったことも書類の提出を受けて、審査してござい

ます。以上でございます。 

 

【議長】 

ありがとうございました。萩原委員どうでしょう。いいですか。それでは他の委員

さん、大野委員どうぞ。 

 

【大野委員】 

大野です、よろしくお願いします。 

４ページですけれども、下から４行目、周辺環境との調和に配慮した産業・観光拠

点を形成するってあるのですが、この観光拠点というのは、事業者からどのような提

案があったのでしょうか。 

 

【議長】 

事務局いかがでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

こちらは、先ほどＢとＣの地区に想定している道の駅などといったものが、国道５

１号という千葉と成田を結んでいる幹線国道になりますけども、その沿道というこ

とで、道の駅のようなものが建築可能となるように、地区計画を計画してございます。

以上でございます。 

 

【議長】 

大野委員どうぞ。 

 

【大野委員】 

去年２月１６日に、ロジスティック・キャピタルが出した都市計画提案書には、産

業誘導拠点としてしか記載がないんですよね。工業団地あるいは産業拠点、ここに観
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光拠点というのが理由書に入ったというのは、その間市の方からの提案も入ってい

るという事でしょうか。 

 

【議長】 

はい、事務局いかがでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

これらの部分については、佐倉市のマスタープラン等の中で合致できる土地利用

を誘導したいという意味を込めて、市の方で計画に入れ込んだ部分になります。 

 

【議長】 

いかがでしょうか。 

 

【大野委員】 

なかなか市の責任も重くなりますよね。その辺は是非取り組んでいただきたいと

思います。 

ロジスティック・キャピタルというのは、この開発のために創った会社だと聞いて

おりますが、その親会社がアーキホームでしたっけ、調べましたら町田の方で、それ

から専門が、多摩地域とか神奈川県の戸建て分譲住宅、つまり住宅販売が主な会社な

んですが、そこが私ちょっと違和感を覚えまして、わざわざ、この佐倉の地のこうい

う開発をやるというのは、間に何か開発業者、あるいは千葉県、佐倉市に詳しい業者

が入っているのでしょうか。 

 

【議長】 

はい、事務局いかがでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

こちらのロジスティック・キャピタルが佐倉市に参入してきた経緯については把

握してございません。 

 

【大野委員】 

はい、委員長。 

 

【議長】 

大野委員どうぞ。 

 

【大野委員】 

やはり、背景とか資本力とか、資金調達は、きっちり市としても調べた方が途中で

この計画がパーになっても困りますので、かなり壮大な計画ですので、面積も広く、

その辺、どういう風に今後見極めるというか調査、精査なさるのか伺いします。 
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【議長】 

事務局いかがでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

事業者の今後予定されている開発許可とか、そのほか節目節目において事業者に

ヒアリングをかけたり、その動向について確認をしていきたいと考えております。以

上でございます。 

 

【議長】 

はい、大野委員。 

 

【大野委員】 

是非その辺はしっかりやっていただきたいですね。結構、計画途中で頓挫する例も

全国で多いので。 

それからもうひとつ、このロジスティックさんが、周辺環境等への影響の検討に関

する資料というのをたくさん出してらっしゃって、自然環境、大気、騒音あるいは水

質など、それから生活環境ですね、日照とか。こういう風にしますと、割と細かくた

くさんの項目が出されていますが、これの検証、チェックはどのようになさりますか。 

 

【議長】 

はい、事務局いかがでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

こちらの検証は、まず開発行為の段階においては、こちらの方で開発行為を所管す

る部署の方と連携して確認をしていきたい。それから出来上がった後、今度は分譲さ

れて新たに入ってくる事業者さん等が、土地利用をされる方が決まってくるかと思

います。地区計画の届出という行為がありますので、そういった中で、そういったこ

とについてヒアリングをしたり、確認をしていきたいと考えています。以上でござい

ます。 

 

【議長】 

はい、ありがとうございます。大野委員。 

 

【大野委員】 

地権者は１００％の同意をしているのでしょうか。 

 

【議長】 

事務局いかがでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

まだ１００％になっているとは聞いておりません。面積比で９０％以上、それから
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地権者さんの人数でいくと７０％くらいと伺っております。以上でございます。 

 

【大野委員】 

議長。 

 

【議長】 

はい、大野委員どうぞ。 

 

【大野委員】 

そういう場合、もし同意が得られなかった場合はどうなるのですか。 

 

【議長】 

事務局お願いします。 

 

【都市計画課長】 

まず事業者からは、得られる見込みと伺っております。 

また、開発許可後の工事を行う際に１００％の同意はなくても、まずは施工に着手

できる状態がありますので、同意が得られていない場所については、そこを残して施

工をしていくことになり、開発行為が終わるまでの間に、同意を取得していただく形

になろうかと思います。 

 

【議長】 

大野委員どうぞ。 

 

【大野委員】 

最後に、要望も込めましてお伺いしたいのですが、まだ地権者の１００％同意を得

ていないこと、それから、ちょっと遠いところの会社で、あまり馴染みのない分野に

開発事業として乗り込んでくる、その間の経緯もあまりよくわからない。それから、

資金調達力も完全に信頼していいかは、わからないところがあるので、その辺の佐倉

市としての責任を、どのように、担保をどうするか、これからの計画実施に向けて、

そういうところをきちんと今後精査していただきたいし、背景、それからこういった

場合に、乗り出してくる企業のいろんな調査もしっかりやっていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 

【議長】 

はい、事務局何かございますか。 

 

【都市計画課長】 

今、大野委員からご指摘を受けました、進めるに当たっての注意点につきましては、

私ども事務局といたしましても、気にしながら進めていきたいと思います。 
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【議長】 

ありがとうございました。他の委員さん何かございますか。萩原委員どうぞ。 

 

【萩原委員】 

今伺いましたら、３割の方がまだ同意してないと、その理由と佐倉市としてはその

方たちとの接触はしているのかお話を伺っているのでしょうか。 

 

【議長】 

事務局いかがでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

現在事業者からは相続人等が大勢いる土地について、同意が得られない方がいら

っしゃると聞いております。 

見つからない方については、裁判によって、所有権の移転を行なっていくという風

に伺っております。以上でございます。 

 

【議長】 

はい、萩原委員どうぞ。 

 

【萩原委員】 

そうしますと７割の同意をもって、事業をはじめてしまう風にさっきおっしゃい

ましたけども、それで最終的に同意が得られないという事態は起こりえますよね。そ

ういう場合は、どういう風に解決するのですか。 

 

【議長】 

事務局お願いします。 

 

【都市計画課長】 

こちらでも想定すべき事案だとは思っていますが、まずは事業者の方できちんと

同意を得るというのは事業を行う上での必要な手続だと考えておりますので、完了

までに同意が得られるように、こちらも見守って参りたいと思います。 

また、同意が得られなかったらという部分に関しましては、その時の状況から相手

がどのような方なのか、その辺を分析したりヒアリングして、手を打つ方法などを、

こちらでも考えていく必要があると思っています。以上です。 

 

【議長】 

萩原委員。 

 

【萩原委員】 

現在耕作しているところが、その売らないところに入っているのでしょうか。 
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【議長】 

事務局わかりますか。 

 

【都市計画課長】 

入っておりません。 

 

【萩原委員】 

わかりました。 

 

【議長】 

事務局お願いします。 

 

【都市計画課 榎】 

申し上げました７割という数字は地区計画を提案するときの同意の状況でござい

まして、実際この都市計画の提案の要件が３分の２以上という事ですので、その７割

をとって同意をあげてきたという状況でございます。実際の開発施行に関する同意

につきましては、すでに９９％取得しておりまして、反対しているという状態ではな

くて、２筆だけ、１５８㎡ですから０．１％くらいの面積のところで、開発に関する

未同意になっている状況でございます。先ほど説明いたしましたが、仮登記ですとか

相続に関する案件でございまして、取得の見通しは立っていると伺っています。補足

でございました。 

 

【議長】 

萩原委員いかがでしょうか。 

 

【萩原委員】 

大丈夫です。 

 

【議長】 

他の委員さん何かございませんでしょうか。 

 

【原委員】 

環境の点でお尋ねしたい。６ページの土地利用に関する方針というところになり

ますけれども、自然環境との調和に配慮した工場かと思いますけれども、そういう倉

庫やサービス施設を誘導していくことで、この地域で問題になるのは、排水と斜面林

のその後の管理になろうかと思います。 

まずは排水についてお尋ねしますが、この場所の排水はどのようになりますでし

ょうか。 

 

【議長】 

事務局、お願いします。 
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【都市計画課長】 

まず、汚水につきましては、浄化槽によって行います。それから、雨水については、

調整池を区域内に設けて、それから、流末の河川に放流していくという形になります。 

 

【原委員】 

そうしますと、特に雨水等の排水が印旛沼水系ということで、印旛沼に直接流入す

ることになりますので、現在ここが山林なり畑地、水田という事になりますと、ほと

んどは地下に灌水すると思うんですけれども、それがコンクリート等の不透水の土

地利用によって、排水されますので、その辺りの管理については、あらかじめ、指導

ですね、是非お願いしたいと思います。 

それから、斜面林についてはこの地域は特にいろんな事前の調査で自然環境に対

する文献調査並びに現地確認では、特に配慮すべき希少種等の存在がないとのこと

なので、そこは大丈夫かと思いますが、やはりこの地域として斜面林といいますか、

緑が少なくなる状況になりますので、この後の、具体的に実際に運用になった場合の

斜面林の管理についても、事前の想定された方針に合うように、是非指導をよろしく

お願いします。ありがとうございました。 

 

【議長】 

事務局何かお応えすることはありますでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

緑地等の管理につきましては、こちらでは最終的な敷地の所有者、今開発するのは

ロジスティック・キャピタルというところになるんですけれども、その後のエンドユ

ーザーの方々と緑化協定などの締結をして緑地の管理等を設定できるように進めて

いきたいと考えております。 

 

【議長】 

いかがでしょうか。 

 

【原委員】 

是非よろしくお願いします。 

 

【議長】 

他にどなたかご意見・ご質問等ございませんでしょうか。町田委員どうぞ。 

 

【町田委員】 

資料９ページを見ているんですけれども、国道５１号の反対側に、既に物流施設が

出来上がっているんですけれども、ここに地区計画はできてないんですか。 

 

【議長】 
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事務局お願いします。 

 

【都市計画課長】 

向かい側の建物については、地区計画のない開発行為で設置されている物流倉庫

になります。 

 

【町田委員】 

今後ここについて、地区計画を適用しようという考えはないのですか。 

 

【議長】 

事務局いかがでしょうか。 

 

【都市計画課長】 

既存の建物部分について、地区計画を導入する計画はございません。 

 

【議長】 

いかがでしょうか。 

 

【町田委員】 

わかりました。 

 

【議長】 

他にどなたかご意見、ご質問ございませんか。 

 

【議長】 

それでは、採決に移りたいと思います。 

議案第１号「佐倉都市計画地区計画（高崎地区）の決定について」、賛成の方の挙

手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

挙手全員であります。よって、議案第１号「佐倉都市計画地区計画（高崎地区）の

決定について」は、案のとおり決定することに決しました。 

 それでは、答申案を作成しますので暫時休憩いたします。会議の再開は、１０時５

０分を予定していますので、よろしくお願いいたします。 

 

（暫時休憩） 

 

【議長】 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議案第１号に対する当審議会の答申案を、事務局に朗読をお願いします。 
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【都市計画課長】 

 答申案を朗読いたします。 

  

（答申案朗読）  

 

以上です。 

 

【議長】 

 答申案につきまして、ご意見等はございませんか。 

   

（意見なし） 

  

 ないようですので、これを議案第１号に対する当審議会の答申といたします。 

 

【議長】 

 それでは、引き続き、議案第２号に移ります。議案第２号「佐倉都市計画地区計画

（ちばリサーチパーク佐倉地区）の変更について」の審議をいたします。 

それでは、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

【都市計画課長】 

都市計画課長の小野寺です。 

それでは、議案第２号 ちばリサーチパーク佐倉地区計画の変更について、説明い

たします。 

青い表紙の資料１４ページ、「理由書」をご覧ください。 

本地区計画は、さる平成２９年１０月３１日に開催された都市計画審議会の審議

を経て、同年１２月１日に計画変更したところでございますが、「都市緑地法等の一

部を改正する法律」による建築基準法の一部改正に伴い、本地区計画の引用条項の記

載に条項ずれが生じるため、本地区計画を変更するものです。 

変更の詳細につきまして、２３ページをご覧ください。 

平成３０年４月１日から、これまでの１２種類の用途地域に、新たに「田園住居地

域」が創設されたことに伴い、建築基準法別表に「（ち）田園住居地域内に建築する

ことができる建築物」が追加されました。 

これにより、ちばリサーチパーク佐倉地区、地区計画で引用している、下から４つ

目の「準工業地域内に建築してはならない建築物」が「（ぬ）」から「（る）」に変

更されたため、地区計画を変更するものです。 

２１ページの新旧対照表をご覧ください。 

右側のページ、下線を引いて表示している「ぬ」の部分を、これを左側のページで

赤く表示している「る」に変更します。 

なお、２０ページと２２ページの建ぺい率の「ぺい」の字も、今回の法改正で漢字
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表記となったことに伴い、併せて変更します。 

最後に２４ページの都市計画の策定経緯をご覧ください。 

都市計画の原案について、昨年１０月１５日から２９日までの２週間、縦覧に供し

ましたが、意見書の提出はありませんでした。 

その後、千葉県知事に原案の事前協議を行ない、１月１０日に「異存ない」旨の回

答を得ています。 

作成した原案を正案として、都市計画法第１９条及び２１条に基づく縦覧を２月

１日から１５日まで行いました。この期間、意見書の提出はなかったため、案を変更

することなく、本日、議案として都市計画審議会に、ご審議をお願いしています。 

以上、議案第２号 ちばリサーチパーク佐倉地区、地区計画の変更に係る理由、内

容、手続きの経緯について説明をしました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

【議長】 

 ただいまの事務局の説明に対して質問や意見はございますか。大野委員どうぞ。 

 

【大野委員】 

直接の質問じゃないですが、今リサーチパークの現況をお知らせ願いますか。 

 

【議長】 

事務局おわかりになりますか。 

 

【都市計画課 平野】 

都市計画課の平野です。リサーチパークにつきましては、開発事業者である三菱地所

の方で一部メガソーラーとして利用しているところがありますが、それ以外の区画につ

いては、すでに三菱地所のホームぺージにおいても全て売却済みとなっております。 

進出企業につきましては、その地図において読み上げさせていただきます。 

東京ボード工業株式会社、久留米運送株式会社、イデアテックジャパン株式会社、フ

ァイバーテック株式会社、千葉トヨペット株式会社、カワセコンピュータサプライ株式

会社、株式会社バンガードインターナショナルフーズ、株式会社朋栄ティ・エム・エス、

株式会社マイスターエンジニアリング。こういった企業が進出、操業している状況です。

以上です。 

 

【議長】 

ありがとうございました。他に質問、ご意見はございませんか。 

 

（意見なし） 

 

それでは特にご意見、ご質問がないようですので、採決に移りたいと思います。 

議案第２号「佐倉都市計画地区計画（ちばリサーチパーク佐倉地区）の変更について」、

賛成の方の挙手をお願いします。 
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（全員挙手） 

 

挙手全員であります。よって、議案第２号「佐倉都市計画地区計画（ちばリサーチパ

ーク佐倉地区）の変更について」は、案のとおり決定することに決しました。 

 それでは、答申案を作成しますので暫時休憩いたします。会議の再開は、１１時を予

定していますので、よろしくお願いいたします。 

 

（暫時休憩） 

 

【議長】 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議案第２号に対する当審議会の答申案を、事務局に朗読をお願いします。 

 

【都市計画課長】 

 答申案を朗読いたします。  

 

（答申案朗読） 

 

以上です。 

 

【議長】 

 答申案につきまして、ご意見等はございませんか。 

 

（意見なし） 

 

 ないようですので、これを議案第２号に対する当審議会の答申といたします。 

本日、予定している議事は以上となりますが、事務局から連絡事項はありますか。 

 

【都市計画課長】 

本日はありがとうございました。来年度から佐倉市都市マスタープランの中間見直し

に着手する予定でございます。委員の皆様には中間見直しの途中経過の報告と併せてご

意見をいただきたいと考えております。現時点で日程は未定ですが、会議を開催する際

には、今回同様、事前に事務局から皆さんのご予定を確認したうえで日程を調整させて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

【議長】 

 それでは以上をもちまして、本日の審議は終了いたしました。 

委員の皆様におかれましては、お忙しいところ、ご出席いただき、慎重なるご審議あ

りがとうございました。 

 

 これをもちまして、第３３回佐倉市都市計画審議会を閉会いたします。 


